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２００ 

こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
・
経
の
問
い
（
５
） 

ー 

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
教
訓 

ー
（
朝
日
新
聞
・
２
０
１
６
／
４
／
５
／
朝
刊
・

オ
ピ
ニ
オ
ン
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム 

＊
米
国
を
代
表
す
る
歴
史
家
テ
ィ
モ
シ
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
著

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ー
ス
」・
米
エ
ー
ル
大
学
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
よ
り
抜
粋
） 

ー
「
国
家
崩
壊
」
の
悲
劇
が
、
生
存
パ
ニ
ッ
ク
が
攻
撃
性
を
高
め
る 

ー 

ー 

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
が
ガ
ス
室
で
虐
殺
さ
れ
た
出
来
事
」
と
、

多
く
の
日
本
人
は
信
じ
て
き
ま
し
た
。
あ
な
た
が
昨
年
出
版
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ー
ス
」
は
、
常
識
を
覆
す
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。
私
も
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け

ま
し
た
。「
欧
米
で
も
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
ド
イ
ツ
国
家
が
収
容
し
、
ド
イ
ツ

で
ユ
ダ
ヤ
人
の
身
の
上
に
起
き
た
悲
劇
だ
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

実
際
に
は
、
犠
牲
者
の
大
半
が
ド
イ
ツ
と
は
関
係
な
い
。
殺
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ

人
の
九
七
％
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
外
に
い
た
の
で
す
。」
ー 

著
書
の
中
で
は

「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
は
史
上
最
悪
の
施
設
と
し
て
人
々
に
記
憶
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
も
、
こ
こ
だ
け
を
語
る
こ
と
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
過
小
評
価
に
繫
が
り

か
ね
な
い
。
虐
殺
が
密
室
の
中
で
実
行
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
す
。 

実
際
に
は
、
犠
牲
者
の
約
半
数
が
収
容
所
で
は
な
く
、
公
衆
の
面
前
で
殺
さ

れ
ま
し
た
。
何
が
進
行
し
て
い
る
か
、
市
民
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
」
ー 

ド

イ
ツ
国
家
が
強
大
ゆ
え
に
虐
殺
を
起
こ
し
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
も
異
を
唱
え
ま
し
た
。「
ヒ
ト
ラ
ー
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
見
な
す
の
は
間

違
い
で
す
。
人
種
に
基
づ
い
た
帝
国
を
築
こ
う
と
し
た
彼
は
、
も
っ
と
過
激
な

何
者
か
で
す
。
彼
に
と
っ
て
、
国
家
は
そ
の
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

ド
イ
ツ
で
国
家
の
力
が
巨
大
化
し
た
か
ら
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
起
き
た
と
考

え
る
の
は
、
誤
り
で
す
。」
ー 

あ
な
た
は
、
虐
殺
に
手
を
染
め
た
の
が
「
私
た

ち
と
さ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
人
だ
」
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
い
つ

か
虐
殺
を
起
こ
し
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
そ
れ
は
重
要
な
問
題
意
識
で
す
。

現
代
社
会
は
『
犠
牲
者
の
立
場
』
に
配
慮
し
ま
す
。
問
題
は
、『
犠
牲
者
だ
』

と
考
え
る
自
体
が
純
朴
と
は
い
え
な
い
こ
と
。 
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日
本
国
憲
法
は
、
今
年
、
施
行

か
ら
七
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
憲
法
の
原
点
と
基
本
理
念
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
法
律
と
憲
法
と
は
ど

う
違
う
の
か
？
と
、問
わ
れ
ま
す
。

す
る
と
、私
た
ち
は
、「
法
律
と
は
、

国
家
が
国
民
に
対
し
て
、
権
利
や

自
由
を
制
限
す
る
た
め
の
も
の
」

と
答
え
、「
憲
法
と
は
、
国
民
の
権

利
・
自
由
を
守
る
た
め
に
国
家
権

力
を
制
限
す
る
た
め
の
法
規
で

す
」
と
答
え
ま
す
。 

す
な
わ
ち
、
法
律
と
憲
法
は
全

く
性
格
を
異
に
す
る
法
規
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
国
家
権
力
に
対

し
て
そ
の
権
力
行
使
を
制
限
し
、

憲
法
に
基
づ
く
政
治
を
す
る
こ
と

を
「
立
憲
主
義
」
と
い
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
法
律
は
、
国
民
に
遵

守
義
務
が
あ
り
、
憲
法
は
、
国
家

権
力
に
遵
守
義
務
が
あ
る
の
で
す
。 

こ
の
原
則
を
基
本
に
し
て
、
話
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

人
権
と
憲
法
の
原
点 

人
権
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

人
（h

u
m

a
n

）
と
し
て
正
し
い

（rig
h
t
）
こ
と
を
意
味
す
る
人
権

（h
u
m

a
n
 rig

h
ts

）
は
、
基
本

的
（fu

n
d
a
m

e
n
ta

l
）
な
価
値

と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
な
の

で
す
。 

人
間
ら
し
い
生
活
を
送
る
権
利
を

基
本
的
人
権
（fu

n
d
a
m

e
n
ta

l 

h
u
m

a
n
 rig

h
ts

）
と
よ
び
ま
す
。 

基
本
的
人
権
の
内
容
に
は
、
自

由
権
・
平
等
権
・
社
会
権
な
ど
の

権
利
が
あ
り
ま
す
。
人
権
と
い
う

言
葉
は
歴
史
的
に
深
い
意
味
を
も

っ
て
い
ま
す
。
人
の
権
利
に
つ
い

て
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
時

代
か
ら
叫
び
続
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 し

か
し
、
現
在
の
人
権
の
概
念

は
、
少
な
く
と
も
近
代
以
降
の
も

の
と
解
せ
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
は
抽
象
的
な
権
利
で
は

な
い
の
で
す
。
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
も
っ
て
い
る
権
利
、
す
な
わ

ち
「
天
賦
人
権
」
や
「
自
然
権
」

の
保
障
と
い
っ
た
思
想
を
前
提
に

実
体
化
し
た
権
利
と
い
え
ま
す
。 

こ
の
、
天
賦
人
権
や
自
然
権
の
思

想
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
ク
や
フ

ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
そ

し
て
ス
イ
ス
の
ル
ソ
ー
な
ど
の
啓

蒙
思
想
家
に
よ
っ
て
理
論
的
に
深

化
、
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
「
権
利

章
典
」「
独
立
宣
言
」
ま
た
フ
ラ
ン

ス
の
「
人
権
宣
言
」
の
中
で
、
具

体
的
権
利
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
の

で
す
。
人
権
は
、
近
代
市
民
革
命

を
経
て
、
特
定
の
身
分
を
持
っ
た

人
の
権
利
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の

「
個
人
の
人
権
」
へ
と
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
個
人
に
着
目
す
る
こ

と
こ
そ
が
近
代
憲
法
の
原
点
な
の

で
す
。 

あ
く
ま
で
も
個
人
の
た
め
に
国

家
は
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
け

っ
し
て
国
家
の
た
め
に
個
人
が
存

在
す
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。 

誰
も
が
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命

を
与
え
ら
れ
た
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
べ
き
で
す
。
お
互
い
の
違

い
を
尊
重
し
合
い
、障
害
の
有
無
、

家
柄
、
国
籍
、
信
条
、
老
若
男
女

な
ど
の
壁
を
越
え
て
多
様
性
を
認

め
合
い
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
社
会
を
憲
法
は
め
ざ
し
て
い

る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
自
分
が
決

め
た
幸
福
を
追
い
求
め
る
こ
と
を

「
幸
福
追
求
権
」
と
し
て
保
障
し

た
の
で
す
。 

自
分
の
幸
せ
は
自
分
で
決
め
る
、

つ
ま
り
自
分
の
生
き
か
た
は
自
分

で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

こ
れ
を
「
自
己
決
定
権
」
と
よ
び

日
本
国
憲
法
施
行
七
〇
年
を
考
え
る 

文
化
体
育
部
長 

久
保 

親
志 
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１ 

「S
m

a
rt S

u
p

p
o
rt S

ta
tio

n

」

（
ス
マ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
の
概
要 

各
駅
に
カ
メ
ラ
、
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
等
を
設
置
し
、
始
発
列
車
か
ら

最
終
列
車
ま
で
の
間
を
「
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
遠
隔
で
お
客
さ
ま
の
安
全
を
見

守
り
、
き
っ
ぷ
の
精
算
や
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
の
チ
ャ
ー
ジ
等
が
必
要
な
場

合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
通
じ

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
各
駅
と
も
、
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
が
毎
日
清
掃
等
を
実
施

し
環
境
美
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

列
車
の
乗
降
の
お
手
伝
い
等
が
必

要
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
赴
き
対
応

い
た
し
ま
す
。（
乗
車
前
日
の
20 

時
ま
で
に
、
お
電
話
に
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
ご
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
） 

〈
主
な
駅
設
備
〉 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
自
動
券
売
機
、

自
動
改
札
機
、係
員
対
応
精
算
機
、

列
車
接
近
放
送
装
置 

（

J

R

九
州

N
ew

s 
R

releas 

29
・
2
・
3
よ
り
抜
粋
） 

 

英
語
は
苦
手
な
の
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
「
コ
ト
バ
ク
」
と
い
う

サ
イ
ト
で
の
意
味
を
検
索
し
て
み

た
。 

sm
a
rt 

１ 
((

主
に
米))

賢
い
、 

利
口
な
；

〈
演
説
・
答
弁
な
ど
が
〉
才
気
の

あ
る
、
機
知
に
富
ん
だ
、 

効
果
的

な
；（
取
引
な
ど
で
）
抜
け
目
の
な

い
。 ⇒

 

４ 

〈
動
作
な
ど
が
〉
き
び
き
び
し

た
、 

活
発
な
、
機
敏
な
、
て
き
ぱ

き
し
た
。 

７ 

〈
機
械
な
ど
が
〉
ス
マ
ー
ト

な
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
り
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
。  

a sm
art b

u
ild

in
g
 

［h
o
u
se

］ 

ス
マ
ー
ト
ビ
ル

［
ハ
ウ
ス
］（
空

調
・
給
湯
・
旋

錠
な
ど
を
中
央

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
で
行
え
る

ビ
ル
や
家
） 

S
u

p
p

o
rt 

３ 

援
助
［
助

力
、
支
持
、

後
援
］
者
；

助
け
と
な
る

も
の
；
心
の

支
え 

sta
tio

n
 

駅
、
停
車
場
、 
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白線内はカメラとインターホン 

Ｊ
Ｒ
九
州
駅
無
人
化
体
験 

 

３
月
４
日
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
九
州
若
松
・
直
方
間
（
若
松

線
・
福
億
ゆ
た
か
線
）
の
駅
が
無
人

化
し
た
。
時
々
若
松
か
ら
、
本
城
・

折
尾
ま
で
利
用
す
る
、
私
と
し
て
は
、

突
発
的
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

の
か
、
把
握
し
て
お
き
た
い
と
思
っ

て
予
約
な
し
に
利
用
し
て
み
た
。 

（
再
三
、
書
い
て
い
る
が
、
駅
無

人
化
後
は
、
前
日
夜
８
時
ま
で
に
利

用
列
車
の
予
約
を
し
な
け
れ
ば
、
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。） 

 

３
月
４
日
、
戸
畑
駅
の
ウ
ェ
ル
と

ば
た
で
相
談
員
研
修
（
北
九
州
支
部

会
員
が
、
４
名
相
談
員
と
な
っ
て
い

る
）
が
あ
っ
た
の
で
、
帰
り
に
若
松

駅
か
ら
の
利
用
を
試
み
た
。
１４
時

１０
分
若
松
駅
到
着
、
駅
舎
内
の
立

ち
喰
い
う
ど
ん
で
、
遅
め
の
昼
食
。 

１４
時
２３
分
に
券
売
機
横
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
で
、
ス
マ
ー
ト
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
連
絡
し
た
。 

若
松
駅
か
ら
、
本
城
駅
へ
の
乗
車

希
望
の
旨
を
連
絡
。
そ
の
結
果
、
で

き
る
だ
け
早
く
行
く
が
、
時
間
が
か

か
る
と
の
返
事
。 

次
の
列
車
は
１４

時
３３
分
が
あ
る
。 

普
通
に
乗
れ
ば
、

１０
分
も
あ
る
か
ら

乗
車
可
能
で
あ
る
。 

試
み
で
あ
る
か

ら
、
何
時
間
で
も

待
ち
ま
し
ょ
う
、

と
待
機
駅
舎
内
で

待
つ
。
し
ば
ら
く

し
て
、
Ｊ
Ｒ
職
員
（
無
人
化
対
応
の

た
め
３
月
い
っ
ぱ
い
は
、
案
内
に
在

留
す
る
ら
し
い
。）
が
「
１５
時
６
分

の
列
車
で
到
着
す
る
の
で
、
１５
時

３３
分
の
列
車
に
乗
っ
て
下
さ
い
」

と
告
げ
に
来
た
。
自
動
車
で
駆
け
つ

け
て
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
と
思
っ

て
い
た
が
、
列
車
で
来
る
ら
し
い
。 

待
っ
て
い
る
間
に
、
１４
時
５７
分

の
列
車
も
あ
る
。
駅
に
い
た
職
員

は
、
案
内
説
明
の
た
め
に
い
る
の

で
、
介
助
は
職
務
で
は
な
い
。
私

も
敢
え
て
、
介
助
を
求
め
な
い
。

（
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て

い
た
時
に
も
、
声
を

か
け
て
き
た
が
断
っ

た
）
１５
時
６
分
に
サ

ポ
ー
ト
職
員
到
着
。

そ
れ
か
ら
３０
分
弱
の
待

ち
時
間
を
経
て
、
乗
車

し
た
。
サ
ポ
ー
ト
職
員

と
本
城
駅
ま
で
行
く
。 

到
着
後
、
サ
ポ
ー
ト

職
員
が
ス
ロ
ー
プ
板
を

敷
設
し
て
降
車
、
無
事
到
着
で
あ
る
。 

本
城
駅
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ

る
の
で
階
上
に
上
が
り
、
帰
途
に
就

い
た
。 

若
松
駅
到
着
連
絡
後
１
時
間
１０

分
待
ち
、
乗
車
時
間
１３
分
。 

無
連
絡
で
の
、
乗
車
待
ち
時
間
の

参
考
で
あ
る
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
近
い
と
、
待
ち
時
間
は
短
縮
さ
れ

る
の
か
な
？
と
思
っ
た
が
、
１
時
間

に
２
本
の

運
行
で
は
、

同
じ
だ
ろ

う
。 

な
お
、
乗
車
券
精
算
機
に
は
、
聴

覚
障
害
者
用
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

が
掛
か
っ
て
い
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
は
、
表
示
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
？
改
札
外
の
券
売

機
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
は
な
か

っ
た
。 

（
北
九
州
支
部
レ
ポ
ー
ト
） 
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＝
障
害
者
差
別
解
消
法
＝ 

「
拒
否
」
か
「
配
慮
」
か
双
方

歩
み
寄
り
を 

障
害
者
へ
の
「
配
慮
」
な
の
か
、「
差

別
」
な
の
か
、
そ
の
線
引
き
を
巡
り
、

市
民
団
体
と
行
政
と
の
間
で
意
見
交

換
が
２４
日
、
高
松
市
内
で
行
わ
れ
た
。

今
年
４
月
に
施
行
し
た
、「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
は
、
行
政
機
関
や
民
間

事
業
者
に
、
障
害
者
に
対
し
「
合
理

的
配
慮
」
を
求
め
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
の
判
断
は
、
人
に
よ

っ
て
違
う
の
が
実
態
。
「
安
全
の
た

め
」
と
説
明
さ
れ
、
事
実
上
、
利
用

を
拒
否
さ
れ
た
と
感
じ
た
、
と
い
う

障
害
者
側
の
意
見
も
出
て
、
運
用
の

難
し
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。【
待
鳥
航
志
】 

・
市
民
団
体
「
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
香
川
」

（
高
松
市
）
が
開
い
た
勉
強
会
で
、

障
害
者
や
支
援
者
、
香
川
県
障
害
福

祉
課
の
担
当
者
ら
約
２０
人
が
参
加
し

た
。
教
育
関
係
の
男
性
は
、「
車
椅
子

の
子
ど
も
ら
が
お
店
に
入
る
時
、『
安

全
が
保
障
で
き
ず
、
事
故
が
あ
っ
た

ら
申
し
訳
な
い
。』
と
、
来
て
ほ
し
く

な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
」
と
指
摘
。
こ
れ
に
対
し
て
、

県
障
害
福
祉
課
の
担
当
者
は
、「
障
害

の
有
無
に
関
係
な
く
、
危
な
い
場
合

は
仕
方
が
な
い
。
た
だ
、
根
拠
が
無

い
な
ら
、
話
し
合
い
が
必
要
。（
障
害

者
側
は
、）
ど
ん
な
状
況
か
を
伝
え
な

い
と
、
相
手
が
分
か
ら
な
い
。
障
害

に
つ
い
て
、
情
報
を
伝
え
た
上
で
の

判
断
に
な
る
」
と
説
明
し
た
。
障
害

者
か
ら
は
、「
入
店
す
る
時
に
、
や
ん

わ
り
し
た
言
葉
で
断
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
相
談
し
て
良
い
か
迷
う
」
と

の
意
見
も
出
て
、
担
当
者
は
、「
差
別

解
消
法
を
知
ら
な
い
事
業
者
も
お
り
、

行
政
の
課
題
。
言
っ
て
も
仕
方
が
な

い
と
諦
め
ず
、
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。
意
見
交
換
の
前
に
、

県
障
害
福
祉
課
の
別
の
担
当
者
が
、

「
合
理
的
配
慮
の
あ
り
方
は
、
人
に

よ
っ
て
千
差
万
別
。
障
害
者
が
、
ど

う
い
う
配
慮
が
必
要
か
を
伝
え
、
配

慮
を
求
め
ら
れ
る
側
も
、
障
害
特
性

を
知
る
な
ど
、
双
方
の
歩
み
寄
り
が

大
切
」
と
講
演
し
た
。
福
祉
オ
ン
ブ

ズ
香
川
事
務
局
長
で
脳
性
ま
ひ
の
障

害
を
持
つ
、
横
山
君
子
さ
ん
（
６８
）

は
、「
直
接
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換

も
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

県
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

を
受
け
て
４
月
か
ら
、
県
障
害
福
祉

相
談
所
で
、「
合
理
的
配
慮
」
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
。 

ニ

ュ

ー

ス

サ

イ

ト

で

読

む

: 

h
ttp

://m
ain

ich
i.jp

/articles/2
0
1
6
1
2
3
0
/k

0
0
/0

0
e/0

4
0
/1

5
5
0
0
0
c#

csid
x
0
7
0
1
8
0
9
8

d
d
e3

7
2
ab

2
d
0
9
9
7
e9

7
b
3
5
b
0
a  

C
o
p
y
rig

h
t 

毎
日
新
聞 

＝
差
別
解
消
法
＝
に
関
す
る
現
況
（
問

題
点
）
が
、
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝ 

「
内
な
る
差
別
」
見
つ
め
て
（
耕
論
・

朝
日
新
聞
・
３
／
８
朝
刊
） 

― 
障
害
の
あ
る
人
と
接
す
る
と
き
、

私
た
ち
は
心
の
中
で
何
を
考
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
― 

『
ぼ
く
の
記
憶
の
中
に
「
差
別
」
を

め
ぐ
る
一
つ
の
苦
し
い
傷
が
あ
り
ま

す
。
６
人
兄
弟
の
中
で
、
あ
る
障
害

を
持
っ
て
生
ま
れ
た
兄
に
、
父
は
強

い
差
別
意
識
を
見
せ
て
接
し
ま
し
た
。

親
が
子
供
に
優
劣
を
付
け
る
と
い
う

宿
命
的
な
感
情
を
末
っ
子
と
し
て
見

続
け
る
な
か
、
幼
い
な
り
の
正
義
感

か
ら
父
を
憎
み
ま
し
た
。
一
方
、
そ

ん
な
自
分
の
心
に
も
「
兄
が
い
な
け

れ
ば
」
と
い
う
内
な
る
差
別
が
潜
ん

で
い
た
こ
と
も
、
確
か
な
事
実
で
す
。

僕
は
、
こ
う
し
た
幼
年
時
代
の
経
験

を
経
て
文
学
の
道
を
選
び
、
差
別
の

問
題
を
根
本
的
に
追
い
か
け
た
ロ
シ

ア
の
作
家
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
出

会
い
ま
し
た
。』
（
金
山
郁
夫
さ
ん
・

名
古
屋
外
国
語
大
学
学
長
）
と
、
立

岩
信
也
さ
ん
・
立
命
館
大
大
学
院
先

端
総
合 

学
術
研
究
科
教
授
・
田
口

亜
希
さ
ん
・
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

ズ
協
会
理
事
の
提
言
で
あ
る
。） 

是
非
、
ご
一
読
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
中
途
「
障
害
」
者
で
あ
る
私

た
ち
は
「
障
害
の
な
い
時
代
を
経
た
、

障
害
の
な
い
時
代
の
「
価
値
観
」
が

心
の
ど
こ
か
に
・
・
・ 
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編
集
後
記 

 

 
 

昨
年
暮
れ
に
、
入
院
と
な
り
、 

現
在
も
入
院
中
の
為
、
わ
だ
ち 

２
０
０
号
の
発
行
が
、遅
く
な
り 

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
坂
本
） 

《 今月の時事 》 

『そこに所属しているという意識から、そこを自分が所有していると意識に変わっ

たとき、共同性は排他性へと変質する。』 星野智幸・・・「つまり、『つながりを持て

ることが喜びだったのに、どこまでが仲間かという線引きが始まる』のだと作家はい

う。他の人たちと思いを共有しているという感覚は、自分は疎外されているという負

の感情を癒すが、同じその物語を共有しない人々の排斥へと容易に裏返る。「新潮」一

月号に寄せた文章『一瞬の共同性を生きる』から。折々のことば・鷲田清一・

668/2017・2・16・朝日新聞朝刊より 

 私たちは、日々の生活を行なうために、その地域社会に起点する何らかの「属性」

する組織との関係をもつ。それは、生活圏の隣組とか勤め先の会社などをはじめ、子

供関係のＰＴＡ・地域の趣味のグループや社会的・政治的な団体に所属することで、

それぞれにおいて「人間関係や社会的関係をもち「自律生活の立ち位置（肯定）」につ

いて切磋琢磨している。しかし、最近の国内外の急速な情勢展開と国際関係の変容は、

私たちの「生活」に大きく影響を及ぼしている。世界経済の混迷は、今や「国々の分

断（排他主義）」へ急転回している。ゆえに、「貧富の格差」や「国が戦場」となり、

新たな「生活圏」を求める（難民）人々が後を絶たない。私たちの生活においても、

地域や職場（過剰労度・過労死・精神疾患）・属する社会関係において「生き辛さが」

日々増殖し、人間関係はギクシャクし「ストレス社会」へ暴走している。と、ストレ

スは「腦と身体機能」を破壊するといわれている。私たちは、同時代に生きていると

いう「連帯感」と次世代へ「壊れいく社会システムと厖大負債」を先送りするという

ことでいいのかである。巷に蔓延する「情報」、その激流の中で、流されず、流れに逆

らって泳ぎきる。確かな「見識・智慧」が求められていると思う。この世の変容に、

しずかに、その正体と向き合い。あらたな「地平」をめざす。庭の梅の花が咲き、メ

ジロのつがいがきて「鳴いた」さえずりを聞いた。〜継続〜ありきだ。（しん） 

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。 
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